
活動報告 

団 体 名 村上 ohana ネット 

活 動 名 豪雨災害復旧作業のための保護者負担軽減のための子どもの預かり支援 

活動期間 2022/08/08～2022/08/28 

活動の成果 

子どもの託児支援を通して保護者との信頼関係が出来てくると、徐々に子どもの

話題から、自分自身の大変さについて話をしてくれる保護者が増えていった。中

には泣きながら今後の不安や、子どもの気になる行動への不安などを語る方もお

り、被災後時間が経つにつれて、相談支援の必要性が大きくなっていることを感

じた。相談支援は次の支援の課題であると感じる。 

また、水害被災は復旧に時間がかかることから、様々な場面で託児が必要となる

状況があったようで、保護者には好評で、口コミで新たな被災者利用者が増えて

いった。想定したニーズが合致していたようだ。 

また活動での成果は、地域の保護者に子育てを応援する受け皿が地域の中にはあ

ることを実感してもらえたことであり、他団体や行政と連携して活動できたこと

も、活動を安定して行うことが出来た要因となった。 

ただ課題としては、連日の活動だったため、ボランティアスタッフの確保が難し

く、特に子育て中のボランティアスタッフがほとんどである当団体は、長期休業

中の災害に対応することが難しい側面があることが分かった。子どもの世話がな

い世代のボランティアスタッフ獲得と養成を今後の課題としたい。 

寄付者への 

メッセージ 

この度はご寄付を頂き、誠にありがとうございました。 

社会の役に立ちたい、地域のために出来ることをしたい、と強く願っても、実行

するための予算が確保できなければ実施は不可能となってしまいます。 

そうした思いを大切にし、思いを行動に変える力を皆様のご寄付が後押ししてく

ださいます。 

この度の水害支援に当たり、心置きなく被災地域に出かけていけたのは、皆様の

ご助成あってこそです。本当にありがとうございました。 

（活動のようす） 

 

  

  



 


